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産業立地条件の国際分業的視点からの分析
オセアニア地域についてのケース・スタディー（1）・一一
渡部福太郎
はしがき
　この研究は産業複合体の適正立地条件に関
する実証的研究の序論的考察であり，ケース
・スタディーズの一環としてオセアニア地域
をとりあげたものである。立地条件および交
通網，交通手段，個別関連産業の立地的視点
からの評価分析，産業適正立地問題，貿易政
策と投資政策など，この問題をカバーするた
めには，とりあげるべき問題は大量にある。
この小論は，上述した研究テーマの視点にた
っての研究の一一一i部を形成しているが，オセア
ニア地域のケース。スタディーの部分のみを
とりあえず，発表するものである。
　なお，ここでは出来るかぎりオーストラリ
ア経済およびニュジーランド経済それ自体の
世界経済の中での動きにそくしながら，上記
の点を考察するようにした。それはそれぞれ
の経済にはそれ自体の自律的動きが，positive
な部面においてもまたnormativeな部面にお
いても存在するということを念頭おいての考
察であることの必然的な結果である。このよ
うな考察は，それ自体としては，表記の問題
への直接的アプローチとはならないが，その
予備段階としての意味をもつものである。序
論的考察とする理由である。
1　オーストラリア経済の潜在的・
　顕在的豊饒
アメリカ合衆国にも匹敵すべき巨大な大陸
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が一つの経済を形成している。オーストラリ
アはその恵まれた広大さと豊かさを内包して
いる国である。しかしそれはアメリカのよう
にまだ成熟した段階にはない。潜在的にアメ
リカ経済に匹敵するかもしれない生産能力を
持ちうる可能性を内包した国，それがオース
トラリアである。
　クレイグ・マクレガーは「重要なワールド
・パワーへの過程を歩んでいる国である」と
オーストラリアを呼んだ。彼によるならば，
オーストラリアはまさに1世紀前に歩んでい
たアメリカそのものである。そのことに最近
オーストラリア自身が気づいたという。オー
ストラリアはもはやブッシュマンたちのパイ
オニア。ネイションでもなければ，また，ワ
ーカーズの国でもない。いまではそれは文字
どおり中産階級の国であり，工業化が進行し
た国である。豊かであり，平均化しており，
かつ都会化している。オーストラリアの主要
都市を巡り，その地における人々に会ったと
き，誰でもそのような印象をうけるであろう。
確かに中産階級の国である。極端にいえぽ，
それは下位の中産階級と中位の中産階級と⊥
位の中産階級とから成り立っている国である。
　こうした指摘にもかかわらず，高度に工業
化した日本から眺めるとき，オーストラリア
はやはりパイオニア・ネイション的な要素な
いし雰囲気を充満させている国であり，これ
から工業化の本格的な過程に入る国である。
そういう印象を免れない。中産階級の国であ
るというが，それはまさに中産階級のワーカ
ーの国である。もはやブッシュマンの国では
ないというが，なおその農業・酪農・牧畜が
オーストラリア経済の基盤を支えている国で
ある。生産能率の向上がこれ以上ほとんど望
めず，驚くほど労働生産性の低い農業部門に
支えられている日本経済とはおよそ異なった
色彩を持つ国である。その意味でこの国はき
わめて健康的な国である。メルボルンにおい
て昼食を共にしたあるビジネスマンが「ウェ
ルシー・バット・アンヘルシー」であるとオ
ーストラリァ経済を評したが，彼らの立場か
らみるならば現状はアンヘルシーなのかもし
れない。また，別なビジネスマンはその執務
室で，「インェフィシェント・ガパンメント」
について不満を述べ，「インェフィシェンシ
ー・エブリウェア」をなげいた。しかし，な
お，全般的な状況をみるとき，オーストラリ
アは，　「ウェルシー・アンド・ヘルシー」な
国というぺきであろう。不健康な経済という
いい方は，いわば全体としては健康的な社会
の中での文字どおり，些細な落ち込み，しか
も短期的な落ち込みの現象を指すものでしか
ありえないし，不能率といっても部分的なも
のでしかありえないように思われる。
　われわれはこのオーストラリア経済の持つ
潜在的な広大さと潜在的な豊かさを何よりも
まず確認しておかなければならないであろう。
オーストラリアの土地の広大さと資源の豊か
さはアメリカやブラジルに比すべきものであ
る。日本の約20倍の地域が一つの国であり，
それはほぼアメリカやブラジルの土地の広さ
に匹敵する。しかも，そこにはアメリカの約
6パーセントの人口，ブラジルの約13パーセ
ントの人口，日本の約12パーセントの人口が
住んでいる。オーストラリアは驚くほど人口
密度が少ない。しかも，1300万人の人口の
ほとんどすべてがアングロサクソン系及びそ
の他の白入である。その点ではアメリカやブ
ラジルとは異なっている。アメリカの場合，
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約85パーセントがヨーロッパからの白人によ
って占められているが，残りの15パーセント
はその他の人種であり，ブラジルに至っては
65パーセントだけが白人である。その点オー
ストラリアは明らかに人種的にみて極度に白
人の国である。そこでの人種的なスペクトラ
ムあるいはその単一【生は逆の意味で日本の場
合に類似するものである。それは長期に亙る
オーストラリアの移民政策の結果を示してい
る。現在もなお踏襲されているその移民政策
は，人口の相対的希少性と結びついて，オー
ストラリアの労働力の視点からみた場合に，
問題を孕んでいるものであることは間違いな
い。単にその労働力が希少であるというだけ
でなく，その質と量の双方から労働力がオー
ストラリア経済の発展にとってのボトル・ネ
ックとなる可能性がそこにある。
　もちろん，すでに多くの労働者が中産階級
化してしまったという指摘が示すごとく，オ
ーストラリアはすでにかなり高い生活水準を
享受している。そのことは，1972年における
一人当りの国民所得に表われており，それは
2900ドルとなっていて，工業国の中でもかな
り高い方に属する。この水準はアメリカの約
60パーセントの水準である。同じ年における
日本の一人当り国民所得の約126パーセント
で，日本を600ドルほど上回っている。さらに，
ブラジルの420ドルの水準に比べれぽ6．4倍
の高さである。かなり高いというべきであろ
う。新聞の購読比率はアメリカとほぼ同水準
であり，電話の普及率は日本を上回り，テレ
ビセットの普及率も日本を上回っている。も
っとも鉱工業部門を中心とする経済発展のた
めに必要な労働力の一部がヨーロッパ地域か
らの労働力移民によって賄われているが，こ
の層の生活水準は低い。この移民労働力はい
ろんな点で問題を含んでいるように思われる。
たまたま訪れたある自動車組立工場で見聞し
たことであるが，言葉の通じない労働者がそ
の工場で組み立て，その他の作業に従事して
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おり，作業工程のコミュニケーションは通訳
付きで行なわれざるをえない状況であった。
たまたま見学した工場がそうであるというの
ではなく，いまオーストラリアに入ってくる
白人移民はいろんな点からみて，ただちに役
立つ労働力という視点からは，あまりよくな
い。見学した工場での話であるが，労働力が
少ないためにその賃金は高く，その上，絶え
ずストライキの発生に悩まされているという。
労働力が経済発展のボトル・ネックになる可
能性というのは，こうした点にあると思われ
る。
2　土地志向型産業の確立と
　　その国際貿易構造
　生産における三大要素の一つである土地は，
そこに驚くべき資源を埋蔵しているというこ
とによって，オーストラリアを世界有数の資
源保有国としている。OAPEC諸国の石油供給
制限はこの国にそれほど強い影響を与えなか
った理由の一つは，その70パーセントを自給
できるという恵まれた石油供給能力にあった。
また，その理由の一端は世界に供給すべき各
種の鉱物資源に恵まれていることにある。そ
の上，この広大な大陸の適地の上にくり広げ
られる農業，牧畜，酪農等はこれまた世界に
おける有数な供給国たらしめているものであ
る。したがって，食糧価格と鉱物資源価格の
上昇によって，むしろその海外取引からの収
入の上昇がもたらされたという国である。そ
の意味で，西ヨーロッパの工業国や日本とは
その置かれている経済的基盤はまったく異な
っている。これら工業国に及ぼないのはまさ
に製造工業における資本蓄積のみである。
　広大な土地および豊かな地下資源，少ない
資本蓄積，希少な労働力というときに，われ
われはここに当然，土地志向型経済（land－ori
ented　economy）を予想することになるが，
オーストラリアはまさにそのような意味での
土地志向型の産業を中心とした経済を形成し
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てきたというべきであろう。もちろん，この
ようにいうことは統計上の数字を基礎にする
かぎり，必ずしも妥当ではない。なぜなら国
民総生産中に占める農業生産物の比率はオー
ストラリアの場合に8．1パーセントであり，
製造工業部門の生産物の占める比率は28パー
セントとなっているからである。少なくとも
製造工業部門の占める比率は，アメリカある
いは日本とほとんど同じであり，その意味で
は最初に述べたごとく，オーストラリアはす
でに工業化された国である。農業部門の占め
る比率は，アメリカの場合3．6パーセント，
日本の場合6．6パーセントとなっているから，
この国民総生産に占める比率からみるかぎり，
農業部門の比率はまだ高いといわなけれぽな
らない。西ヨーロッパ諸国の同じ比率は，製
造工業の場合，西ドイツが40パーセント，フ
ランスが35パーセントという数字に代表され
るようにかなり高いものである。これに比較
すれぽ小さいが，オーストラリアは高度工業
化社会ではないが，工業化された社会である。
それにもかかわらず，なおオーストラリア経
済にたいして土地志向型の産業を中心とした
経済であるという印象を拭い切れないのは，
わずか数個の大都会地の外においては，文字
どおり土地志向型の農業部門が広々と広がり，
豊かな鉱脈が開発されているということだけ
ではない。その貿易構造に明瞭にそれが見い
だされるからである。
　オーストラリアの貿易構造は次のようにな
っている。1969年以降におけるオーストラリ
アの輸出の品目別の詳しい比率は第1表に示
されている通りであるが，オーストラリアの
輸出構成がいかに土地志向型の構成になって
いるかをみるためにその構成比率を計算して
みよう。第2表はそれを示している。また，
1969年と1973年を対比してその構成比をグラ
フに描いてみるならぽ，次の第1図のように
なる。実線は1969年の数値であり，点線は19
73年の数値である。1969年と1973年との間に
第t表オーストラリアの輸出 （単位100万ドル）
1969 197・い971い9721197311974・
食料品及び動物　肉類及びその調整品
　酪農品及び鳥卵
　穀物及びその製品
　大麦及びはだか麦
　果　実　及び　野　菜
　糖類及びその調整品
　そ　　　　の　　　　他
飲料及びたばこ食用に適しない原材料
　羊　毛及び羊　革
　鉄　　鉱（精鉱を含む）
　そ　　　　の　　　　他
鉱物性燃料，潤滑油，その他
　石炭，コークス及びれんが
　石油及びその製品
　動物性または植物性油脂
　化学工業生産品????????
の
?? ?
機械類及び輸送用機器類
雑　　　　製　　　　品
特　殊　取　扱　品
各　種　の　財　輸　出
各種のサービス輸出
286
79
281
18
97
130
110
10
???」?
119
27
13
142
110
181
100
182
49
67
3，240
　134
418
102
359
23
94
122
116
11
825
278
295
172
28
26
165
136
284
121
280
57
88
4，000
　137
429
102
453
51
107
160
178
15
593
374
324
206
42
29
191
97
277
143
325
74
72
4，243
　133
557
113
433
74
96
223
231
16
634
375
329
240
60
35
245
117
299
150
375
101
73
4，773
120
857
142
286
39
125
260
226
15
1，265
439
412
295
46
31
271
174
291
181
498
98
121
6，073
　141
263
103
724
53
474
11
423
680
102
362
69
30
279
192
299
165
352
77
78
4，812
　122
計 ・・3744・137k4・3761・・8931・・2144・934
＊1974については，1974年7月～1975年1月までのものである．
その構成比率のグラフがそれほど大幅に変化
していないことがわかる。1969年において比
較的高い比率を示しているのは，何よりもま
ず「羊＆および羊革」であり，その総輸出の
25パーセントがその「羊毛及び羊革」である
ことがわかる。次いで大きい値を示している
のが「肉類及びその調製品」であり，ほぼ同
じような値を示しているのが「穀物及びその
製品」である。その他パーセンテージの低い
各種の品目があるが，いずれも農産物又は鉱
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産物であり，製造工業製品として通常上げら
れる「機械類及び輸送用機器類」等の数量は
驚くほど小さく，そのウェイトはわずかに5．4
パーセント程度である。
　この状況は1973年においてそれほど異なっ
てはいない。第3表に示したようにそれぞれ
の品目の対前年比率はすべての品目について
増大しているわけではなく，中には減少して
いるものもあり，その減少しているもののほ
とんどすべてが農産物ないしは鉱産物である。
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第2表輸出構成比 （％）
???????????）??????　　
@　
@　
? ｝
???
??? ? ? ? ?
?? ???
???? ?
??????
原料別製品 ?????????????
機械類及び輸送用機器類
雑　　　製　　　品
そ　　　の　　　他
　　　　計
各　種　の　財　輸　出
各種のサービス輸出
・969　197・1　・・7・
8．5
2．3
8．3
0．5
2．9
3．9
3．3
0．3
25．2
5．3
6．2
3．5
0．8
0．4
4．2
3，3
5．4
3．0
5．4
1．5
5．8
100．0
96．0
4．0
】0．1
2．5
8．7
0．6
2．3
2．9
2．8
0．3
19．9
6．7
7．1
4．2
0．7
0．6
4．0
3．3
6．9
2．9
6．8
L4’
5．3
100．0
96．7
3．　3
9．8
2．3
／0．4
1．2
2．4
3．7
4．1
0．3
13．6
8．5
7．4
4。7
／．0
0．7
4．4
2，2
6．3
3．3
7．4
1．7
4．6
100．0
97．5
3．0
1972　　　　　　　　1973
11．4
2．3
8．8
1．5
2．0
4．6
4．7
0．3
13．0
7．7
6，7
4．9
1．2
0．7
5．0
2．4
6．1
3．1
7．7
2．1
3．8
100．　0
13．8
2．3
4．6
0．6
2，0
4．2
3，6
0．2
20．6
7．1
6．6
4．7
0．7
0．5
4．4
2．8
4．7
2．9
8．O
l．6
4．1
100．0
97．5　　　　　　　97．7
2．51　　2．3
　　1　＿
第1図　オーストラリャの輸出構成比（品目別）
25
20
10
R／＼
調肉　鳥酪　製穀　は大　　果　　調塘
製類　卵農　品物　だ麦　　実　　製数
贔及　　品　　及　か及　　及　　品及墓鰯麦ぴ菱葺
????????
し一一℃、
???????????????????、?ー?? ? ??????（? ???
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第3表輸出の対前年比 （％o）
1970／1969　　　　1971／1970・972／1971i1973／・972
???????????）??????????????
鉱
原　　料　　別　　製　　品???
鉄
の
金
???
機械類及び輸送用機器類
雑　　　　製　　　　品
特　　殊　　取　　扱　　品
各　種　の　財　輸　出
各種のサービス輸出
146．2
129．1
127．1
127．8
96．9
93．8
105．5
110．0
96．9
154．4
140．5
144．5
103．7
200．0
116．2
123．6
156．9
121．　0
153．8
116．3
131．3
123．5
102．2
102．6
100．0
126．2
221．7
113．8
131．1
153．4
136．4
71。9
134．5
109．8
119．8
150．0
111．5
115．8
71．3
97．5
118．2
116．1
129．8
81．8
106．　1
97．1
129．8
110．8
95．6
145．1
89．7
139．4
129．8
106．　7
106．9
100．3
101．5
116．5
142．9
120．7
128．　3
120．6
107．9
104．9
115．4
136．5
101．4
112．5
90．2
153．9
125．7
66．1
52．7
130，2
116．6
97．8
93．8
199．5
117．1
125．2
ユ22．9
76．7
88．6
110．6
148．7
97．3
120．7
ユ32．8
97．0
165．8
ユ27，2
117．5
確かに「機械類，輸送用機器類」の輸出の対
前年比率はかなり高い数字であり，それだけ
に「機械類及び輸送用機器類」の輸出構成月、
率はかなり高まってきたことになるのである
が，それに劣らず，その構成比率が高まって
いるものが農産物の中にある。たとえば，「肉
類及びその調製品」は機械類と同じほど高い
対前年比率を示しているために，1973年にお
けるその構成比率は他のすべての品目を上回
って大幅である。1969年に8．5パーセントの
比率を示しているが，1973年まで絶えずその
比率を増加させ，13．8パーセントの値に達し
ている。「羊毛及び羊革」の輸出はその増加
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率はそれほど高いものではなく，したがって，
輸出に占める比率はしだいに低下しているが，
それでも1973年においてはなお20パーセント
を超えているのである。
　このような状況をみるならば，オーストラ
リァの輸出構成比率からみたその経済の特徴
は依然として土地志向型の構造をもつもので
あることが明瞭であり，「機械類及び輸送用
機器類」の輸出構成が増大しているといって
も，なおオーストラリァ経済が充分に工業化
された経済であるということを，そこから読
みとれない。このことはオーストラリアにお
ける製造工業の比率が28パーセント前後を占
産業立地条件の国際分業的視点からの分析（渡部）
第4表　オーストラリアの輸入 （単位　100万ドル）
1969 1970 1971 1972 1973
食　品　及　び　動　物
飲料及びたばこ食・料に適しない原材料
鉱物性燃料，潤滑油，その他
動物性または植物性の油脂
化学工業生産品原　　料　　別　　製　　品
　紙，板紙，及びこれらの製品
　植物性繊維の糸，織物及び繊維製品
　鉄　　　　　　　　　　鋼
　そ　　　　の　　　　他
機械類及び輸送用機器類
　機械類（電気機器を除く）
　電　　　気　　　機　　　器
　道　路　走　行　車　輌
　その他の輸送用機器類
雑　　　　製　　　　品
特　　殊　　取　　扱　　品
各　種　の　財　輸　入
各種のサービス輸入
128
44
228
252
13
328
100
263
96
229
604
215
283
226
298
116
3，423
　45
140
48
247
255
16
363
108
287
95
262
709
251
340
227
350
124
3，829
　59
158
50
235
190
ユ8
410
120
302
139
306
789
281
366
207
403
125
4，099
　51
160
51
219
194
15
410
113
327
122
295
717
292
34ヱ
132
432
137
3，955
　54
163
52
268
175
13
424
122
347
109
315
687
277
339
186
475
119
4，　072
　49
計 ・・46gI 3，881 ・，15・14…sl…21
めるとしても，それはその大部分が国内消費
向けであることを意味するものであろう。そ
の程度の製造工業の存在はたとえ国民総生産
中に占める比率が高いとしても，なおその経
済全体は土地志向型のものであることを意味
している。
　さらに，輸入に着目しよう。オーストラリ
アの輸入の品目別推移は第4表に示してある
通りである。このオーストラリァの輸入の特
徴が輸出の場合と著しく異なるものであるこ
とは，その構成比率を取れば明瞭である。第
5表はそれを示しているが，1969年における
輸入の構成比率と1973年における輸入の構成
比率を対比させてみることによって，その輸
入構造の変化を読みとることができるであろ
う。第2図に示すごとく，1969年と1973年と
の間において輸入構成比率の変化はほとんど
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ないといってよい。その点は輸出の場合とま
ったく同様である。
　この第2図をみて明らかであるが，もっと
も高い輸入比率を示しているのが，機械類で
あり，同じ機械類に属する「電気機械類及び
道路走行車輌」あるいは「その他の輸送用機
器類」とともにその比率がもっとも高いこと
がわかる。「雑製品」もほぼ製造工業製品で
あり，その他「原料別製品」も，「化学工業
製品」も，いずれも製造工業製品である。し
たがって，大部分が製造工業部門の生産物で
ある。いいかえると，オーストラリアの輸入
の大部分はそのような製造工業品なのである。
1969年から1973年にかけて，それぞれの輸入
品目の変化がみられることになるが，そこで
の特徴は機械類における輸入の対前年比率が
低下しているということであろう。「機械類
第5表　Vtl　一一ストラリアの輸入構成比 （％）
食　品　及　び　動物
飲料及びたばこ
食料に適しない原材料
鉱物性燃料，潤滑油，その他
動物性または植物性の油脂
イヒ　　学　　］二　業　　！匠　産　「7n
原料別製品　紙，板紙及びこれらの製品
　植物用繊維の糸，織物及び繊維製品
　鉄　　　　　　　　　鋼
　そ　　　　の　　　　他
機械類及び輸送用機器類
??
機械類（電気機器を除く）
電　　気　　機　　器
道路走　行　車　両
その他の輸送用機器類?? ??
　　　　　　　計
各　種　の　財　輸　入
各種のサービス輸入
1969
3．7
1．3
6．6
7．3
0．4
9．5
2．9
7．　6
2．8
6．　6
17．4
　6．2
　8．2
　6．5
　8．6
　4．　4
100，0
98，7
1．3
1970
3．6
1．2
6．4
6．6
0．4
9．4
2．8
7．4
2。4
6．8
18．3
　6．5
　8．8
　5．8
　9，0
　4．6
100。0
98．5
1．5
1971 1972
???????
2．9
7．3
3．3
7。4
19．0
　6．8
　8．8
　5．0
　9．7
　4，2
100．0
98．8
1．2
4，0
1．3
5．5
4。8
0．4
10．2
2．8
8．2
3．0
7．4
17．9
　7．3
　8．5
　3．3
】O．　8
　4．6
100．0
98．7
1．3
1973
4．0
1．3
6．5
4．2
0．3
10．　3
3．0
8．4
2．6
7．6
16．7
　6．7
　8．2
　4．5
11．　5
　4．2
100．0
98．8
1．2
第2図　オーストラリアの輸入構成比（品目別）
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産業立地条件の国際分業的視点からの分析（渡部）
第6表　オーストラリァの輸入の対前年比 （％）
1970／19691971／1970ユ972／197111973／・972
食　品　及　び　動　物
飲料及びたばこ食料に適しない原材料
鉱物性燃料，潤滑油，その他
動物性又は植物性の油脂
化学工業生産品原　材　料　別　製　品
　紙，板紙及びこれらの製品
　植物用繊維の糸，織物及び繊維製品
　鉄　　　　　　　　　鋼
　そ　　　　の　　　　他
機械類及び輸送用機器類
　機械類（電気機器を除く）
　電　　気　　　機　　器
　道　路　走行　車　両
　その他の輸送用機器類
雑　　　　製　　　　品
特　　殊　　取　　扱　　品
各　種　の　財　輸　入
各種のサービス輸入
109．4
109，1
108．3
101．2
123．1
110．7
108．0
109．1
99。0
114．4
117．4
116，7
120．1
100．4
117．4
106．9
111．7
131．1
112．9
104，2
95，1
74．5
112．5
112．9
111．1
105．2
146．3
116．8
111．3
112．0
107．6
91．2
115。1
100．8
10Z　2
86．4
101．3
102，0
93，2
102．1
83．3
100．0
94．2
108．3
87．8
96．4
90．9
103．9
93．2
63．　8
107．2
109，6
96．5
105．9
101．9
102．O
l22．4
90．2
86．7
103．4
108．0
106．1
89．3
106．8
95，8
94．9
99．4
140．9
110．0
86．9
1Q3．0
90．7
及び輸送用機器類」の中でその比率が1973年
において増大しているのは，「その他の輸送
用機器類」だけであり，他の機械類はすべて，
前年同様1973年においても低下している。こ
の点からオーストラリァにおける製造工業の
発展が輸入代替的な性格をもつものであるこ
とが読みとれる。
　もちろん，すべての製造工業製品において，
その輸入の対前年比が低下しているわけでは
ないことは第6表の数値を検討すれぽ容易に
わかることである。このような変化がみられ
るにもかかわらず，1973年における輸入構成
比を取ってみるならぽ，そこにそれほど大き
な変化が表われていないことを知るであろう。
化学工業製品と繊維製品が若干ながらその構
成比率を高めていること，また雑製品の構成
比率が高まっていることが一つの特徴として
見いだされるが，他方，「鉱物性燃料」等は
むしろその構成比率が低下しており，同じく
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「機械類及びその他輸送用機器類」　において
もその構成比率は低下している。「道路走行
車輌」はほぼ同一一の構成比率を維持している
ことからして，そこにある種の変化の兆が読
みとれないこともないわけであるが，なお全
体の構成比率を示すグラフの変化は無視しう
る程度の変化と読んでよいであろう。
　このようにみてくるならぽ，オーストラリ
ァの貿易構造からみるかぎり，その経済が明
らかに土地志向的な産業を中心とした経済で
あることが示されている。輸出が一ドとして農
産物，鉱産物を中心としたものであり，輸入
が製造工業製品を中心としたものであるとい
う，その経済の土地志向的な性格はあまりに
も明瞭であり，論議の余地はない。
　オーストラリァはこのような貿易構造をも
つことによって，世界経済のなかで一種の垂
直的分業のフレーム・ワークの重要な構成要
素となっているが，それは，その高い生産性
第7表オーストラリアの輸出 （単位1，000ドル）
1969 1970 1971 1972 1973
???????合
??? ???
ユ　ー　ジ　ー　ラ
?
ナ
ン
????????? 4045037
1056430
568829
491586
116153
180859
　85069
128653
4621317
1247862
598576
533484
126080
245340
132389
114883
そ　の　構　成　比
5072647
1443013
617563
520492
154555
267952
133171
125080
6305655
1833908
819577
617894
228440
331399
193084
181649
9629512
3097120
1199647
792836
262881
590958
262671
288346
1969 1970 1971 1972 1973
ナ
ジ
???
?
【ユ
??????? ??????????????? 0．261
0．141
0．122
0．029
0．045
0．021
0．032
と相侯って，他の資源供給国にはみられない
高い生活水準を維持することを可能ならしめ
ている。
3　貿易の地域的結合の特質と
　　その変化
　この輸出入構造を反映して当然，貿易相手
国についての地域構成もまた定まってくるこ
とになるが，これについてはもちろん，各種
の要因が作用して一つの特徴的な地域輸出入
構成が出現している。第7表はオーストラリ
アの地域構成を示したものである。当然予想
されるごとく，その輸出の大部分が農産物な
いし鉱産物であるかぎり，その輸出構成は工
業国にバイヤスをもつことは当然であり，そ
れは第7表の数値が明瞭に示している。
　比較的金額の大きい国を7ヵ国選んである
が，もっとも大きい比率を示しているのが日
本であることは，日本がオーストラリァから
の第一次産品の主要輸入国であることを示す
ものであり，次いでアメリカが大きな値を示
12
0．270
0．130
0．115
0．027
0．　053
0．029
0．025
O．　284
0．122
0．103
0．030
0．053
0．　026
0．025
0．291
0．130
0．098
0．036
0．053
0．031
0．029
0．322
0．125
0．082
0．027
0．061
0。027
0．030
している。第三番目に大きな相手国はイギリ
スであって，この三国で全体の輸出の半ぽ以
上を占めている。この傾向は1969年から1973
年の二つの年をとってもほとんど変わりがな
い状況であり，その順位にみるべき変化はな
い。第3図はそれを示している。実線によっ
て示された1969年のグラフが1973年において
大きく変化はしていない。もちろん，品目別
構成の場合ほど不変ではないが，その順序に
は変化がないことに気がつく。ニュージーラ
ンドの値が比較的高いのはニュージーランド
がオーストラリァから製造工業品を輸入して
いることを示すものである。
　輸入についてもほぼ類似した現象がみられ
ることは次の第8表をみれぽ明らかである。
もちろん，順位に変化があり，輸出の場合と
異なって輸入においてはアメリカがもっとも
高い位置を占め，次いでイギリスとなり，第
三番目に日本となっている。ただ1973年に入
って，日本とイギリスは構成比上での順位に
おいて逆転が生じているが，これはオースト
産業立地条件の国際分業的視点からの分析（渡部）
　　第3図　オーストラリアの輸出の地域構成
0．30
0．20
0．10
1969
1973
? ???? ???? ????
第8表オーストラリアの輸入
?ュー?ー??? ???
（単位　1，000ドル）
????
　　合?
ア
?
西
ニ　　　ユ
?
ブ
?????????
ン
?????? ????????? 【
1969
4004196
503000
9938ユ5
877324
254544
　81985
158657
　69617
構　　成
1970
4482482
756383
ユユ4ユ433
960128
311632
105397
177724
　80637
比
ユ971
4632108
730258
ユ026023
1014435
337569
118274
180058
　80817
1972
4555602
748690
972180
902072
328665
137882
153920
　82735
1973
6811586
1212324
1537752
U22707
495059
216353
214788
　99600
ユ
???????
?
???【
?
ナ
????????????????【
1969
0．126
0、248
0．219
0．064
0．020
0．040
Q．Q17
13
1970
0．129
0．255
0．214
0．070
0．　024
0．040
0．018
1971
0．158
0、222
0．219
0．073
0．026
0．039
0，017
1972
0．164
0．213
0．198
0．072
0．030
0．　034
0．018
1973
0．178
0．226
0．165
0．　073
0．032
0．032
0．015
第4図　オーストラリアの輸入の地域構成
0．20
O．10
?? ???? ???? ???? ??ー?ー???
??? ????
ラリァ経済と日本経済との間の関係が，オー
ストラリア経済とイギリス経済との問の関係
よりも，相対的に深まってきたことを示すも
のである。事実，イギリスとの関係は，その
構成比率の推移が示すごとく，しだいに低下
傾向を示しており，逆に日本の場合にはその
比率は年を追って高まっている。第4図はそ
の地域構成をグラフに示したものである。19
69年におけるグラフの形状は1973年に至って
やや異なった形になっているが，それは日本
とイギリスの順位の入れ変わりが生じている
点にはっぎり表われており，次いでニュージ
ーランドとカナダがその位置を逆転させる段
階に到達していることにも表われている。ニ
ュー Wーランドの位置がしだいに高まってい
ることセこついては，オーストラリァ経済とニ
ュー Wーランド経済の間の相互関係が相対的
に高まってきたことによるものであるが，こ
れは明らかに経済的補完関係と両国の間の距
離の近さに依存している。
　地域構成を決定する要因は経済的な補完関
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係と距離と歴史的背景と政治との四つと考え
られるが，そのいずれがより大きいウェイト
をもっているかによって，その地域構成は決
定され，またウェイトの変化によって地域構
戊の変化が説明されるであろう。日本との関
係については，明らかに「経済的な補完関係」
とともに「距離」が重要な意味をもっている。
アメリカとオーストラリァとの場合には，
「歴史的背景」と「距離」との双方がその決
定要因となっているであろう。また，イギリ
スとの関係については，「歴史的背景」と「政
治的関係」との二つの要因が強く作用してい
るものと考えられる。この中の「政治的関係」
はイギリスがECに加盟し，その経済をヨー
ロッパ大陸の工業国と一体化させる段階に入
ったことによって大きく変化することになっ
た。イギリスとの閥の「歴史的背景」に基づ
く深い経済的取引関係はEC加盟という「政
治的事情」の変更を通じて大きく変わること
になり，オーストラリァとイギリスとの関係
の希薄化と裏腹にオーストラリァと日本及び
産業立地条件の国際分業的視点からの分析（渡部）
アメリカとの関係が深まることになった。そ
の事情がこの地域構成の上に明瞭に表われて
いるといえるであろう。そうしたいくつかの
事情が伏在するにせよ，「経済的補完関係」
と「距離」との二つの要因から結びつけられ
ている貿易相手国が二つとも高度な工業国で
あるという点で，先ほどの貿易構成の諸特徴
が地域構成の上にも顕示していることになる。
　オーストラリァという広大にして豊かな経
済は，上地志向的な産業に基づく貿易構造を
もつという点において，まさにヘクシャー・
オーリン定理の典型的な具体例とみなしうる
であろう。しかし，ここに一つの問題がある。
それは，オーストラリァの保有する豊富な鉱
物資源を背景にして，それらの鉱物資源を使
用する工業部門を確立するということが，い
まやオーストラリァの主要な経済目標，産業
構造政策の目標の一つとなってきているとい
うことである。それはいわば資源志向型とよ
ぶべき工業部門の確立ということになるので
あろうが，この資源志向的な工業部門の確立
ということは，オーストラリァ経済の中に，
自国内の豊富な資源を用いて強力な製造工業
部門を確立するということに他ならない。こ
れは，これまで以上に工業化政策を推進する
ということである。従来のごとく，資源を資
源のままの形で日本をはじめとする資源消費
国・工業国に輸出するのではなく，自国にお
いて確立した製造工業部門にそれを投入し，
製造工業製品の形に転形した上で，それを輸
出する。そのような貿易のパターンに切り変
わっていくということである。資源志向的な
産業部門の確立とは，工業立地上有利な立場
にたつオーストラリァが自ら近代工業をそこ
に確立するということを意味している。なぜ
ならいかなる工業部門も資源を使用しないも
のはありえないからである。
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4　経済発展の要件としての
　　資本流入
　オーストラリアはニュージーランドととも
にアングロサクソン系が人口の大部分を占め
ている国である。アメリカの場合と同様に，
アングロサクソン系が産業を確立することに
よってできあがった国である。したがって，
そこに大英帝国の尾E骨を持つことは当然で
あるが，すでにアメリカにおいてはその尾舐
骨がほとんど消滅しているかにみえるのに対
し，オーストラリァでは，その尾舐骨はニュ
ージーランドとともになお明瞭に外部から読
みとれる大きな突起となっている。考えてみ
れぽそれは当然のことである。いまなおイギ
リス本国からの総督がいるという状況は，た
とえそれがいかにシンポル的なものであると
しても，イギリスとの繋がりは深く残ってい
ることを示すものである。国旗にしても国歌
にしても，その尾砥骨のなごりは歴然として
いる。オーストラリアh：一一つの独立国である
としても，なおイギリスとの連帯をそのよう
な形で保持し，その国民の多くがイギリス本
国との繋がりに誇りを持つかぎり，その尾翫
骨はかなり長期に亙り，存続しつづけること
であろう。民衆の感情がいかにその点で強固
としたものであるかは，彼らがイギリス本国
との何らかの繋がりの中に誇りと安心感を見
いだしているかにみえることからも，容易に
領けるところである。
　ただこうした民衆の漠然とした感情も，経
済的連関の国際的変化によってしだいに圧到
されようとしていることも事実である。そう
はいっても，イギリス資本は外国資本として
は受け取らず，イギリスからの移民は決して
移民とは呼ぽないという一般民衆の感情の流
れは，それだけの歴史的背景をもち，また過
去の政治的繋がりに基づくものであるから，
底流としていつまでも貫いていくこともまた
確かである。そうして，イギリスとの繋がり
第9表　工業国の経済成長率
???????
????????? 【 ??
?
ユ　ー　　ジ　ー　　ラ
????????????????
国民所得
1　人　当　り
経済成長率（名目）
　年平均増加率
実質経済成長率
年平均増加率
　　［1972，0r197　　　　1973，1971
196・－65・966－・・1・961－651966－・・
　ドル
1，991
4，133
2，026
3，056
2，646
3，022
2，497
2，140
　　　ドル
3，020（’73）
4，981（’72）
2，503（’72）
3，739（’72）
3，403（’72）
4，231（’72）
2，906（’71）
2，345（’71）
15．6
6．4
6．9
8．　8
10．　2
8．0
7．　0
7．　6
?
17．3
7．4
7．2
8．3
10．9
9．0
9．8
7．6
?
10．1
4，9
3．3
5．0
5．9
6．0
4．4
4．9
?
12．1
3．2
2．4
4．8
5．8
4．8
5．8
4．6
?
はただその底流の中にのみ残り，経済の実態
はそれとはかかわりのない世界へ徐々に移っ
ていってしまうであろう。その意味では，地
域的には距離と経済の論理が強い力をもつか
ぎり，そうしてその影響力がしだいに歴史と
政治の力を押しのけていくかぎり，オースト
ラリアはニュージーランドとともに，日本と
アメリカとの経済関係を緊密化して行くこと
になるであろう。
　オーストラリァが労働力と資本をその豊富
な土地と地下資源に結びつけ，それにより経
済の発展を図ろうとしていく時，その資本を
日本とアメリカに依存することは，もっとも
実現可能性の強い方向であり，また他方，日
本もアメリカもオーストラリア（ニューeジー
ランドを含め）との経済関係の緊密化により
高い利益を享受できるという状況にある。と
くに日本にとってその緊密化は決定的に重要
である。
　ただし，ここでもう一度強調すべきことは，
この国は一見開発途上国と類似した貿易構造
をもっているにもかかわらず，きわめて豊か
な国民生活をもっている，ということである。
もちろん，それが，本来オーストラリァが保
有する恵まれた条件に依存していることも事
実であるが，同時にそこでの経済の発展のテ
ンポが高い水準であったこともその原因とい
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うべきであろう。たとえば，第9表にみられ
るごとく，1960年代だけを取ってみても，オ
ーストラリァの経済の成長速度は西ヨーロッ
パ諸国の経済成長率と比してまったく遜色の
ないものであり，1960年代半ば以降をとるな
らば，経済成長のテンポはむしろ高い方に属
している。オーストラリァが何ら戦災を受け
なかった国であり，高い生産性をもつ農業・
牧畜をもつ国であったことを想起するならば，
西ヨーロッパの主要国の平均よりも高い経済
成長率を示したオーストラリァがかなり高い
一人当りの国民所得を示すに至ったとしても
不思議はないであろう。
　こうした全般的な経済成長速度の相対的に
高い水準とともにこの高い生活水準を説明す
るもう一つの原因は，やはり，オーストラリ
ァが土地志向型の産業に経済を特化させてき
たということであろう。一定の土地が与えら
れた時に，そこで労働集約的な農業に．従事す
るか，あるいは文字通りの放牧を基礎にした
酪農や牧畜に従事するかによって，その労働
生産性に与える効果はかなり異なってくる。
これはオーストラリァについての例ではない
が，たとえぽブラジルの場合その土地の条件
にもよるが，日本人が多く農業に従事し，ヨ
ーロッパからの移民は多く牧畜に従事してお
り，牧畜に従事するヨーロッパからの移民が
産業立地条件の国際分業的視点からの分析（渡部）
比較的豊かな生活を営んでいる。このような
事態を念頭に思い浮かべるならぽ，オースト
ラリァが広大な土地と希少な人口を基礎にし
た産業に主としてその経済の基盤をもつとい
うことは，その経済成長率の高さとともに，
オptストラリアにおける国民生活の豊かさを
説明するものでもあろう。
　一次産品の価格の不安定性にもかかわらず，
比較的高い国民所得を維持しえているのは，
いわぽ資源に恵まれた土地の上に文字通りわ
ずかな労働力をもって，土地志向型の経済を
確立してきたこと，また高いテンポで鉱工業
部門を拡大させてきたことの結果ということ
が可能である。その上，極端なことをいうな
らば，その保有する資源の切売りによっても
かなり長期に亙ってオーストラリァは高い所
得水準を維持しうるほどの資源条件を備えて
いるということである。その意味からするな
らぽ，オーストラリァは，人口が希少である
が故に，かえってその生活水準の高さを維持
しうるような産業の確立をもたらしたという
べきかもしれない。土地と労働と資本という
三種類の基本的な生産要素の巧みな組合せが
そこに見いだされる。
　多くの開発途上国が一次産品の世界市場に
おける価格の不安定性によって悩まされ，な
お低い生活水準に止まっているのは，臓大な
人口と低い経済成長との産物である。それと
同時に，それらの開発途上国が比較的モノカ
ルチュァ的な生産構造をとっていることの結
果でもある。オーストラリァが土地志向型の
経済を確立するにあたっての恵まれた条件と
いうのは，このモノカルチュァ的経済に陥る
ことを避けるだけの充分に豊富な資源とバラ
エティーに豊んだ土地を持っていたというこ
とであろう。オーストラリァの製造工業の確
立と鉱物資源の確立は多く外国，主としてイ
ギリスとアメリカからの資本の流入によって
その基礎が固められたわけであるが，オース
トラリァにとっての希少資源である資本を，
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海外から導入することによって製造工業の確
立を図り，各種鉱物資源の開発を図りえたと
いうことが，その高い生活水準の確立に有利
な影響を与えたことになる。
5　自由市場経済の維持と保護
　　貿易主義
　オーストラリァの経済はもっとも自由市場
的色彩の強い経済であり，政府の介入は最少
限度に喰い止められている。政府介入が組織
的に行なわれていないという意味で，オース
トラリァの自由市場経済は文字通り寡占の出
現をも妨げていない。この寡占の出現をも妨
げていないほどの自由経済がオーストラリァ
経済発展にプラスの効果をもったことは充分
に頷けるところである。オーストラリアにお
いて金融部門を筆頭にして多くの産業部門に
おける寡占の存在は顕著であり，しかもそれ
に対しての独禁的制約はほとんどない。また
資本の流入が歓迎されたところから国内産業
のかなりの部分が外国資本によって所有され
ている。それにもかかわらず，それらの資本
の多くがアングロサクソン系の国からのもの
であるという事実は，オーストラリァにとっ
てそれほど強い抵抗を感じさせないものとな
っている。
　足枷を嵌められていない資本主義経済のも
とで，寡占的現象が出現するとしてもそれは
奇妙ではなく，さらに海外資本の活動が自由
であるとすれば，海外資本の所有が多くの産
業部門においてかなりの比率に達するとして
も不思議ではない。自動車産業，薬品工業，化
粧品などを筆頭に多くの部門において90％前
後の海外資本による保有が行なわれていると
いわれているが，いわばオーストラリアにお
ける製造工業部門の確立はこうした海外資本
によってなされたということでもある。もち
ろん，鉱物資源等の開発に大量の海外資本が
投入されてきたことは周知のごとくである。
第10表　オー－JKトラリアの国際収支（1646～1974）（単位　100万ルド）
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その意味でオーストラリァはまさにもっとも
不足する生産要素を海外から仰ぎ，希少な人
口のもとでその経済の成長を図ってきたこと
になる。高い国民生活水準の維持を可能なら
しめているのはこの要因というべきであろう。
　しかしながら，政府が介入しない自由市場
経済の存在を，ここであまり強調することは
誤解を招くことになる。なぜなら，オースト
ラリァは個々の問題について組織的な政府介
人を行なわなかったが，経済全体に対しては
保護主義的政策を採用することによって，海
外との競争を長期に亙り避けてきたからであ
18
る。いいかえると，オーストラリアはこれま
で国内における工業の確立のために保護主義
的政策をとり，海外からの競争を避け，他方，
国内経済については，組織的な介入を避けて
きた。この国内経済における自由主義的政策
と海外に対する保護主義的政策との組合せは
伝統的なオーストラリァの基本的政策構造で
あろう。こうした保護主義政策と国内におけ
る自由主義政策との組合せが経済力の集中を
生み出し，外国資本の所有を高め，かつ海外
からの競争を防ぐことによって，国内産業部
門の蓄積をもたらすことになった。そうした
（??）??????????????
???????????????????????? ? ?? ??? ??? ?? ?????
純貿易外収支
経常収支勘定
第11表　経常　収　支　表 （単位　100万ドル）
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保護政策は国内産業の能率化を阻害する可能
性を強く持つものである。保護政策と不能率
とは容易に結びつきやすい。もちろん，個別
にオhストラリァにおける産業の不能率性を
論議することは可能であるが，大綱において
はそのような不能率が一・般化しているという
ことはできない。もし，それほど不能率的な
部門がオース1・ラリア経済を支配していたと
するならば，その高い一・人当りの国民所得水
準を実現し，維持することは下口∫能なはずだ
からである。
6保護主義と資源ナショナリズムの
　結び付き一その政策的評価との
　　関連において一一
　希少な人口と彪大な上地と海外からの大量
の資本の組合せからオーストラリァ経済の発
展がえられてきたということは，その国際収
支表の一Eにもはっきりと表わされている。第
10表は，1946年以降におけるオーストラリァ
の国際収支の推移を示している。オーストラ
リアの国際収支の特徴は長期にわたり貿易収
支はほぼ黒字を維持してきたということであ
り，貿明外収支は逆に，ほとんど常にマイナ
スであった，ということである。したがって
経常収支は貿易外収支の赤字に圧倒されてほ
とんど黒字を示している時期がないのに気が
付く。この経常収支の赤字は，資本収支の黒
字によって調整されているが，1946年以降ほ
とんど常に資本収支が黒字であるということ
は，これまでオーストラリアがいかに多くの
資本を受け入れてきたかを示すものである。
貿易外収支の赤字の原因であるが，それは第
11表をみれば明らかである。この中で特に問
題なのは運輸の支払いと投資収益の支払いで
ある。オーストラリァにおける貨物運送の支
払いはかなりの量に昇っているのは，オース
トラリァが商船隊を持たないことの結果であ
り，また投資収益が大量に支払い超過となっ
ているのは，オースFラリァが，いかに多く
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の資本をこれまで受け入れてきたかを示すも
のである。海上運賃の値上りはそのままただ
ちにオーストラリァの運輸支払いの増大につ
ながっていることは，1973年における運賃支
払い高の急上昇によってもうなずけるであろ
う。
　事実，第12表の資本収支表が示すごとく，
オーストラリァの海外投資は大量に昇ってい
ることがわかる。もっとも1973年以降におい
て直接投資や有価証券投資がかなり減少して
いるが，これは内外における二つの事情に基
づいている。一つは，オーストラリァにおけ
る資源ナショナリズムに基礎を持つ投資抑制
政策である。もう一・つは石油ショック以後に
おける各国の経済的不況である。資源ナショ
ナリズムの問題については後ほど言及するこ
とにするが，1973年からのオーストラリァに
おける資本受け入れの現象には変化が生じ，
それは資本収支面における黒字の激減という
形で表われていることは第10表に示すとおり
である。保護主義的政策と，資本の受け入れ
との間に一種の因果関係があることはいうま
でもない。各種生産物のオーストラリァへの
輸出を制約されている場合，各国の企業はむ
しろ関税障壁のかべを回避するために，オー
ストラリァ国内に工場を設立し，生産を行な
おうとする。これはオーストラリアにおける
雇用機会をもたらすということから，雇用の
視点からも重要な問題である。
　ここでオーストラリァの高度工業経済への
移行にとって問題となることがある。それは
資本の流入にとって保護主義的政策はプラス
への効果をもつが，しかし，そうした保護主
義的政策は国内経済自体の能率化にとって必
ずしもプラスの効果をもたないということで
ある。もちろん資本の流入過程において，こ
の保護主義政策が果す役割は大きく，かつ流
人資本は産業能率の面で有力な外部効果を持
つ。しかしながら，いったん国内において各
種の工業が設立された後においては，その国
産業立地条件の国際分業的視点からの分析（渡部）
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内経済における自由主義的政策と相侯って寡
占的現象が出現し，それがむしろ保護主義的
政策にささえられて国内経済の効率化にとっ
て必ずしも，プラスの動きをもつことにはな
らない可能性がある。その意味で今後のオー
ストラリァのより高度な工業経済への移行に
とって，現在の保護主義的政策は長期的には
決してプラスの効果をもたない。
　それと同時に資源ナショナリズム的方向へ
の転換があまりに急激に進み，海外資本の流
入が抑制されることになるならぽ，資本の蓄
積速度はそれだけ遅くなり，既存の流入資本
にとって競争的要素が減少する。もちろん一
時的な資本蓄積速度の低一ドという犠牲をはら
って，国内資本の拡充をめざすということは
それ自体一つの有益な方向であるが，もし，
資源ナショナリズムの方向が急激に推し進め
られ，資本の流入が阻止されるようなことが
起これば，高度な工業経済への移行にとって
大きな障害となるであろう。
　こうした貿易政策や外国資本に対する政策
などの政策面における障害のほかに問題とな
るのは，むしろ経済の実態的な側面にかかる
問題である。一つは労働力の不足であり，も
う一つは市場の狭隆である。労働力の不足と
市場の狭さとの問には，もちろん因果関係，
あるいは相互規定の関係が存在していること
は言うまでもない。市場の狭隙は，その経済
が大規模生産の利益を受けながら拡張してい
くことにとってマイナスとなる。また労働力
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の不足が経済の拡張にとってマイナスの制約
となることは説明をするまでもない。ただこ
こで問題であるのは市場の拡大をはかり，労
働力の不足を解消する過程で，もし人口の増
加のテンポが著しく高まるとすれぽ，一人当
りの国民所得水準は必ずしもk昇しないこと
になり，高度の工業経済への移行の過程で生
じる生産の増大は，一人当りの所得水準の増
大につながらないという恐れも出てくる。し
かし，現状のもとでは，成長過程で予想され
るであろう労働力需要に対し，少なくとも質
と量の双方について満足すべき労働力の供給
の確保はむずかしいことになるかもしれない。
　したがってここで二つの選択が考えられる
ことになる。一つは海外資本を大きく受け入
れ，また労働力も門戸を広げて海外から受け
入れ，経済のより高度な段階への移行をめざ
すか，あるいは現在みられるパターンにした
がった労働力の増加を前提条件とし，また，
資源ナショナリズムの視点から外国資本の受
け入れをある程度制約しながらゆっくりとし
たテンポでより高度の工業経済へ移行するか
のいずれかである。後者の道を選ぶ場合，そ
の道程はかなり緩慢なものとならざるを得な
いであろう。オーストラリアが今進もうとし
ている方向はつまびらかではないが，しかし
おそらくこの二つの選択のうちの後者に近い
ラインを歩んでいることは確かである。
7　食糧・石油危機の出現とオース
　　トラリア経済の相対的安定
　オーストラリァの与えられた経済的諸条件
および現段階の基本構造をこのように考える
とするならば，1970年代に入ってからのオー
ストラリァ経済が直面した諸問題もまた，以
上の背景のもとで評価されなけれぽならない
であろう。
　オーストラリァが1973年セこはいってから一
時的に保護主義的政策のもつ市場効率の低下
ないし効率化の阻害を考慮し，徐々に保護主
義的政策を撤廃していく方向への変化がみら
れたのであるが，それはオーストラリァの新
しい方向への転換とみなされた。それはある
程度の工業化過程を進んだ後に，必ずみられ
るべき一・－iつの現象の表われでもあるが，この
方向への転換が，石油価格上昇以後，再び逆
転するに至っている。これが短期的にみられ
たオーストラリァの保護政策への逆転現象で
あるが，このような保護主義的政策が出現し
たのは，主として保護政策から自由貿易政策
への転換がある程度進行した部門においてで
あった。おそらく石油価格の大幅引上げ問題
が起きなくても，こうした保護主義と自由主
義の間でのジグザグ的運動は当然起こるもの
といえよう。1974年に入ってからのこの保護
主義的政策への逆流現象は，もちろん，世界
の工業国を巻き込んでいるスタグフレーショ
ンの現象と切り離しては考えられないもので
ある。オーストラリアの場合におけるスタグ
フレーションは，主要工業国におけるスタグ
フレーションによって触発された性格をもっ
ているという点が西ヨーロッパ諸国や日本の
場合と異なる点であろう。
　オー一ストラリアにおけるスタグフレーショ
ンへのプロセスはおおよそ次のようなもので
ある。1972年頃を中心として生じた世界的な
景気上昇を背景とし，国際商品市場はこれま
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でにない価格の暴騰に襲われることになった。
他方，工業国における工業製品価格にはそれ
ほどの上昇はみられなかった。オーストラリ
ァの場合，工業製品が輸入され，各種の資源，
食料品等が輸出されていたわけであるから，
このような事態はオーストラリァにとっては
輸出価格の上昇と輸入価格の停滞という形で
その影響が表われる。次の第13表はオースト
ラリアの輸出価格と輸入価格の推移を示した
ものである。1972年の第1　－4半期から1973年
の第皿一4半期まで，その輸出価格の対前年月
比はより高い水準に達していることがわかる。
また，それに対応する時期においてオースト
ラリァの輸入価格の対前年同月比はほとんど
横ばいないし低下とさえみられる状況となっ
ている。第5図をみるならば，その状況がき
わめて明瞭に視覚的にみることができるであ
ろう。1972年の第1－4半期から1973年の第IV
－4半期まで輸入価格は横ばいであり，輸出価
格は上昇を続けている。特に1972年第M　－4半
期から1973年第皿一4半期までかなりの上昇で
ある。それがオーストラリァの国際収支にい
かに貢献したかは第14表に示すごとくであっ
て，1972年の第皿一4半期から1973年第皿一4半
期までかなり大幅な貿易収支の黒字が記録さ
れることになる。そうして貿易外収支の赤字
を帳消しにした上で経常収支は黒字を記録し
ているのである。第10表の1973年の欄から読
みとれるごとく，国際収支は大幅な黒字を記
録することになる。
　貿易収支の大幅黒字は国内の経済活動水準
を高めることになり，また国際収支の黒字は
国内流動性の増大をもたらすことになる。そ
れは国民経済にインフレーション圧力として
作用せざるをえない。なおオーストラリアの
輸出価格の上昇のうちどのような品目が特に
上昇を示したかは第15表および第16表をみれ
ばわかる。羊毛・肉・穀類・果実・砂糖など
が特に顕著に上昇していることがわかる。
　これは当然，消費者物価と賃金上昇をもた
産業立地条件の国際分業的視点からの分析（渡部）
　第13表　オーストラリアの輸出価格と輸入価格 （1966－67＝100）
輸出瀦対前輌期比（％）1 輸入価格　　対前年同期比（％）
1971
1972
1973
1974
???ー?????????????
105．0
108．　7
113．7
131．0
140．　0
129．5
131．9
115．3
115．6
118．6
114．4
103．1
105．4
107．8
108。3
109．1
113．8
110．5
110．3
109．3
109．7
111，3
111。3
127．0
151．9
160．2
105．8
108．0
102．5
101．8
100．2
96．4
100．7
100．9
116．2
138．5
143．9
第5図
170
160
150
140
130
120
110
　　　　　　輸出価格
一一一一一一・・一 A入価格
　　　　　　消費者物価
1
1972
I
『一一一一一・o…一．．鴨一
　　　　　　　　陶噺一一一
III 1
1973
II III 1
1974
II III
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第14表　オーストラリアの経常収支（単位loo万ドル）
貿易収支
1972
73
74
????ー???　423
　546
　644
　570
　374
　388
　176
　31
△157
　32
貿易外収麦収支合計????????????????????????? ? ????　114
　191
　241
　152
△10
　］7
△241
△509
△608
△440
らざるをさえないことになるが，経済活動水
準の増大，それに基づく賃金の上昇，消費者
物価水準の上昇の過程は以下の表によって容
易に知ることができるであろう。第17表の国
民総生産水準の4半期別の動きをみるならぽ，
それが1972年の第IV　－4半期から1973年の第IV
－4半期まで，期間ごとにその上昇率が高まっ
ている。さらに第18表には製造工業部門にお
ける賃金所得の推移が示されているが，ここ
でも賃金所得の対前年同期比の比率が1973年
の半ぽ以降急激にその増加テンポを高め，19
74年にそのまま推移していることがわかる。
さらに第20表と第21表によって，消費者物価
の推移が読みとれるが，ここでも1973年の秋
からその上昇テンポが急激に高まってきてい
ことがわかるであろう。
　こうしたインフレーションの急激な出現を
前にして取られた政策は，当然のことながら
金融引締政策であるが，オーストラリァの場
合，それに加えて為替レートの切上げ，およ
び関税引下げ等による輸入の促進政策が採用
された。金融引締政策により国内流動性の供
給を減少させ，さらに為替レートの切上げに
よって輸出をディスカレッジするとともに，
輸入価格を引下げ，さらに輸入促進政策を通
じて国内市場への工業製品の供給の増大をは
かることになった。こうしてインフレーショ
ン抑制政策が取られることになったのである
24
が，この輸入促進政策がいわば保護主義的政
策から自由貿易主義への転換としての役割を
果したことはいうまでもない。
　しかし，このインフレt－一ション政策は1973
年秋から1974年初めにかけての石油価格の大
幅引ヒげとそれの工業国への経済的衝撃によ
って，変更を余儀無くされることになる。そ
れは西ヨーロッパ諸国や日本，アメリカにお
ける強烈な引締政策の結果としてオーストラ
リァ経済が強い不利な影響を受けることにな
ったからである。輸出は悪化し，一一次産品価
格は市場における停滞を通して下落し，さら
に工業国におけるいわゆる石油インフレーシ
ョンによって輸入品価格の上昇が生じるなど，
オーストラリァにおける貿易収支の悪化がそ
こに生じることになる。さらに，オーストラ
リァへの資本の流入は，それと相前後して激
減してきた。もちろん，その一つの要因は，
先ほど言及した資源ナショナリズムに基づく
資本流入の抑制であることはいうまでもない。
こうして国際収支は悪化することになる。
　さらに，経済活動の停滞によって失業が増
大することになる。第22表の1973年7月以降
における失業者の推移をみるならば，そのこ
とは容易にわかるであろう。第6図にはその
推移をグラフに示してあるが，1973年の10月
以降，徐a／：失業者数は増大し，1974年4月
に若干の停滞を示した後，6月から急激にそ
の数量が増大していく。他方，消費者物価は
第20表に示したごとく，また第5図にみられ
るごとく，その低落の傾向はまったく表われ
ず，1972年の第IV－4半期以降の上昇テンポを
そのまま続け，1972年第ll　－4半期にはかえっ
て増大への傾向さえみられるに至っている。
この失業者の急激な増大と消費者物価の上昇
テンポの持続は文字通りスタグフレーション
の名に値するものであり，オーストラリァ経
済の停滞と失業，そしてインフレーション，
さらに国際収支の悪化という文字通りの「三
重苫」の出現という事態に入ってしまう。こ
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　　　　　　　第15表　オーストラリァの輸出価格 （1966－67＝100）
1972．
1973．
1974．
「ー…????????????????
羊毛 ? ???? ??
?
??? ?酪農品 ???? ? ??ー ー ?
穀物 ? ?? ?
果物 ???
??????????
???????????????糖?．?????????? 1原皮及び…獣脂 ????ー ー????
第16表　オーストラリアの輸出価格の対前年同月比
瀬及びAll
　　　13gl
　　　ユ3gI…
　　　　　　　　1??????????????ー ー ???
????? ?????????????ー??ー ﹈ ?9
（％）
1973．
1974．
?????????羊毛177．5
107．8
108．5
112．0
82．5
68．2
56．5
76．　0
69．9
60．1
60．8
62．0
59．1
64．4
　　肉
139．8
137．7
133．7
126．8
／20．6
107．5
99，0
92．2
79．5
78．8
74．6
70．9
65．8
65．5
酪農品
86．5
85，7
84，3
88．2
93．7
95．5
97．3
100．9
97．3
100．0
99，1
101．8
109．2
116．7
殻物
140，8
141，5
】38．1
137．1
211．2
244．3
194．7
226．0
258．6
252．5
252．5
214．5
182．6
165．3
果物
135．0
132．4
134．0
131．O
l57．3
164．0
171．4
173．5
145．8
118．1
119．6
119．0
126．7
134，8
砂糖
103．0
97．2
99．3
98．6
143．7
ユ50．0
173。6
162．5
160．0
186．7
223．6
279．3
308，　6
303．6
原皮及び
．獣脂
　　123．5
　　］15，1
　　］05，3
　　　94，7
　　　98．1
　　109．8
　　115．4
　　126．6
　　119．0
　　1／5．5
　　103．7
　　　99．4
　　103．1
　　　95．8
金属及び
石炭
　　ユ20．1
　　120．1
　　125，5
　　ユ31．9
　　145．9
　　150．0
　　151．4
　160．4
　160，5
　　152．6
　　147．9
　　14／．5
　　149．1
　　156．9
All　groups
128，8
114，5
115．7
ユ16．8
120．7
117．4
107．0
121．7
120．1
112，5
115．3
113．1
116．4
120．0
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第17表　オセアニアの国民総生産
1968
1969
1970
1971
1972
1973
9974
オーストラリア
23．76
26．　67
29．34
32．27
35．90
40．74
49．51
ニュージーラソド
4．310
4．775
5．478
6，261
7．056
　上　昇　率
オーストラリア
1．12
1．00
1．10
1．12
1．13
1．22
　　上　昇　率
ニュージーラソド
1．11
1．15
1．15
1．13
4 半　期　別 4 半　期　別
1968
1969
6970
1971
1972
1973
1974
???ー???????????????ー?
kオーストラリア ?????? ????? ??? ?? ?
????
ト・一ジー・・ド
???????? ? ? ー??
??
?????
?????
????
???
?????
????????
??
??
??
コ
ー???? ?
?
　　　　上　昇　率
　　オーストラリア
??????????????????????
」典鼻呉ド
??????
〔単位〕オーストラリァ　：Billions　of　Australian　Dollars
　　　　　　ニュージーランド：Billions　of　NewZealand　Dollras
（1968……………1971年12月1969～70………1972年9月1971～74・一…　。。。・1975年3ノヨ）
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産業立地条件の国際分業的視点からの分析（渡部）
　第18表工業（賃金）所得
1972
1973
1974
???????????????????? ?????????????????? ????【?????????ォ???
1
1．49
3．42
68．1
3．70
3．70
1．63
3．71
79．0
135．8
3．98
ユ．88
4．08
92．7
154．1
4．21
2
1．50
3．42
65．6
3．72
3．72
1．64
3．　72
77．0
135．8
3．　97
ユ．88
4．09
92．0
54．7
4．21
3
1．50
3．46
66．6
1795
3．74
2．74
1．65
3．76
78．2
136．5
3．98
1935
1．　89
4．15
93．6
2172
155．0
4．24
4
1．50
3。50
68．3
3．76
3．76
1．65
3．79
80．0
139．2
4．01
2．03
4．21
100．0
155．3
4．25
5
1．55
3．53
72．0
3．78
3．78
1．75
3．82
88．5
140．9
4．02
2．20
4．27
118．5
160．0
4．33
6
1．56
3．49
115．4
1798
3．79
3．　79
1．78
3，87
147．8
142．3
4．04
1963
2．24
4．29
187．3
2173
162．3
4．38
7
1．56
3．53
141．1
3，78
3．78
1，78
3．87
175．8
142．7
4．06
2．29
4．36
242．1
165．9
4．41
8
1．57
3．56
81．2
3．80
3．80
1．79
3．　83
98，1
151．1
4．　06
2．30
4．41
29．4
177．0
4．44
9
1．60
3．59
75．1
1803
3．86
3．86
1．　82
3．93
91．0
151．6
4．13
2113
2．41
4．53
115．1
2391
177。8
4．53
10
1．　60
3．62
75．1
3．87
3．87
1．83
3．98
91．6
151．8
4．14
14．6
180．5
4．56
11
1．61
3．64
79．1
3．89
3．89
1．85
3．97
97．1
152．2
4．16
4．57
12
1．62
3．69
216．0
192．0
3．95
3．95
1．87
4．05
291．5
152．5
4．21
2115
4．64
〔単位〕オーストラリア　：Dollar（時間）ニュージーラソド　：　1965年12月31日＝1000としたlndex　Number（週）
　　カ　　ナ　　ダ　：　Dollar（時間）イ　ギ　リ　ス　：　New　Pence（時間）
　　日　　　　　本　：　1，000Yen（月）ア　メ　　リ　カ　：　Donar（時間）
第19表工業賃金所得の増加率
1973
／
1972
1974
／1973
???????
ン
? ?????【???ォ????
???????
ン
? ?????【????? ?
1
1．09
1．08
1．16
1．14
1．08
1．15
1．10
1．17
1．13
1．06
2
1．　09
1．09
1．17
1．14
1．07
1．15
1．10
1．19
1．14
1．06
3
1．10
1．09
1．17
1．08
1．13
1．06
1．15
1．10
1．20
1．12
1．14
1．07
4
1．10
1．　08
1．17
1．14
1．07
1．23
1．11
1．　25
1．12
1．　06
5
??????
????
?????
???
6
1．14
1．11
1．28
1．09
1．14
1．07
1．26
1．11
1．31
1．11
1．14
1．08
7
1．14
1。10
1．25
1．14
1．07
1．29
1．32
1。38
1．16
1．09
8
1．14
1．08
1．21
1．13
1．　07
1．28
1．15
1．32
1．17
1，09
9
1．14
1．10
1．21
1．17
1．13
1．07
1．32
1．15
1．26
1．39
1．17
1。10
10
1．14
1．10
1．22
1．12
1．07
1，25
1．19
1．10
11
1．15
1．10
1．23
1．13
1．07
1．10
12
1．15
1．10
1．35
1．10
1，12
1．07
1．10
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第20表　オセァニァ地域の消費者物価の推移
1972・
1973・
1974・
???????オ　Ptストラリア11Q，4
111，4
112，9
114．2
116．7
120．6
124．9
129，4
132，5
138．0
145．4
ニュージーラン
ード
　　　　　　116．G
　　　　　　U7．4
　　　　　　118．　6
　　　　　　120．1
　　　　　　122，9
　　　　　　126．3
　　　　　　120．　2
　　　　　　132．3
　　　　　　135，6
　　　　　　138，9
　　　　　　144，1
?
本
109．2
ユ10，7
112．2
113．4
118．4
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第21表　オセァニア地域の消費者物価の対前年同月比
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第6図　オーストラリアの失業者の推移
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産業立地条件の国際分業的視点からの分析（渡部）
第22表失業老の推移
1973．7月
　　　8月
　　　9月
　　10月
　　11月
　　12月
1974．　1月
　　　2月
　　　3月
　　　4月
　　　5月
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　　　8月
　　　9月
　　10月
　　11月
　　12月
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49，911
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52，328
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49，974
62，842
77，505
90，684
119，859
31，989
30，550
29，551
29，437
29，863
31，388
32，245
31，383
30，455
30，558
31，006
32，864
39，062
45，062
53，236
69，569
85，320
79，547
79．553
78，791
79，762
81，926
88，078
83，686
82，745
85，175
82，252
83，067
101，933
123，　611
143，738
189，246
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性　　女 性　　合　　計
???????????????????1，050
　910
　820
　860
　910
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　920
　920
　980
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の状況をみるとぎ，それは工業国とほぼ同一
のパターンであるが，そのプロセスは西ヨー
ロッパ諸国や日本などとはかなり異なってい
ることがわかる。このスタグフレーションと
国際収支悪化へのプロセスが他の工業国と異
なるという点がオーストラリァ経済の特徴と
もなっているが，それはすでにこれまで検討
してきたオーストラリァの経済構造に基づく
ものであることはいうまでもない。
　こうして政策目標がインフレーションから
雇用増大へと転換することになるが，この政
策転換は各政策におけるこれまでの方向を逆
流させるタイプのものであった。当面する失
業問題の解決のために輸入制限政策をとり国
内における不況産業の救済をはかろうとした
点は，インフレーションの進展を一方におい
ておさえ，他方雇用を増大させようとする目
的に合致したものであろう。また，移民の制
限を実行したのもすでに国内に大量に失業が
存在すると判断された以L，これも考えうる
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一つの政策手段である。また資本の流入につ
いては失業問題とはかかわりなくこれまでの
資源ナショナリズムの線に沿った政策が採用
されている。
　これらの政策は，短期的な視点から見る場
合，インフレの抑制あるいは雇用の増大に貢
献することは充分考えられるのであるが，こ
れが長期的なオー．一ストラリァ経済の発展にと
って，プラスになるかどうかは問題である。
オーストラリァ経済が世界市場を左右するほ
どの強力な工業国ではないところから輸入制
限政策が必ずしも，各国の問での非難の対象
とはなっていないが，石油問題以後における
世界経済の調整過程において工業国が輸入制
限政策にうったえることをできるだけ避けよ
うとし，また，それが望ましいとの判断が一
般化している事態を想起するならば，国際的
な視点からも必ずしも歓迎されるべきことで
はない。しかし，これらの政策はいずれも長
期的なオスートラリアの利益に必ずしも一致
しないものである以上，雇用問題について何
らかの見通しがたつならば，再び従来の政策
ラインにもどる可能性はかなり強い。オース
トラリア経済が発展を遂げていくためには，
国内における雇用政策に基づく資源の浪費を
でぎるだけ避けねばならないであろうし，そ
の保護主義政策が国内経済に与えている不能
率温存の状況を打破するために，1970年代に
入ってから徐々に保護政策の撤廃の方向に向
ってきたのであるから，そのラインを終局的
には追求せざるをえないであろう。
　また，移民の制限も，これを長期に続ける
ことはむずかしいと思われる。オーストラリ
ァ経済にとって労働力の不足が一つの重要な
基本的制約条件である以上，むしろ広範な範
囲からの移民の受け入れがむしろ，オースト
ラリア経済にとってプラスの効果をもつ。資
本の流入についても同様であり，資源ナショ
ナリズムの問題があるとはいえ，資本の流入
の抑制は，オーストラリァ経済の工業化のテ
ンポをおくらせることになる可能性が強いの
である。経済開発には大量の投資と，新技術
の導入が不可欠であり，また海外資本の導入
にともなっての各種の経営的ノー・ハウの導
入がオーストラリァ経済の能率を高めるため
にも，是非とも必要なものである。もちろん
移民に関してはオーストラリァ自体における
人種的諸問題の存在もあり，それを回避しな
がらの移民政策の実行ということであるなら
ぽ，移民の開放的な受け入れにふみきること
は，困難であろう。すでにイギリス本国，及
びアメリカ等における人種問題の存在は，こ
の種の移民政策の実行に臆病ならしめるもの
である。ただすでに十分な工業化と生活水準
の上昇を達成したアメリカ経済と，今かなり
のテンポでその道を歩んでいるブラジルにお
いては，いずれも移民に関してかつてそれほ
ど厳重な制限をとっていなかったことを想起
する必要があるかもしれない。ブラジルにお
いては，優秀な労働力である限り，その受け
30
入れについてはかなり開放的である。もちろ
ん，この点はそれぞれの国の人種問題をめぐ
る一般的受け止め方と密接な関連があるため，
一義的な評価の域を越えた要因が介在してい
ることを充分に認めなければならないであろ
う。
8　スタグフレーション下の
　　オーストラリアの貿易政策
　これまでオーストラリアの政策のありうべ
き方向について考察を進めてきたが，そのい
ずれも，経済の発展と産業構造の効率的な転
換のためには，通らなければならない政策的
方向であり，ある意味で，それは時間の問題
といえないこともない。その意味ではすでに
先に言及した長期的な視点からの政策の基本
方向はおそらくくずれることはないであろう。
　ただ，ここで注目しなければならないこと
はオーストラリァにおける生活水準がかなり
高い水準に達しているということである。13
00万人の人口が豊かに生活をしていくという
視点にたつ限り，今の状況を急激に改めるべ
き必要性がそこに存在しないということであ
る。その有する膨大な資源及び十分な農産物
の供給能力の故に，オーストラリア経済は，
好むと好まざるとにかかわらず，世界経済の
フレームワr・一クの中に強く，組み込まれざる
をえない状況である。その地理的条件によっ
て，これまで十分世界経済の波浪の影響を受
けずに，その生活水準の上昇をゆっくりとは
かってきたわけであるが，今後において，単
に地理的な条件だけからオーストラリァ経済
をそのような隔絶された状況に留めておくこ
とはできなくなる。すでに現在そうなりつつ
ある。それと同時に，世界的な工業国の経済
的変動の影響をオーストラリア経済は，まと
もに受けなければならない。おそらく近代的
な工業国で外国の金融機関の直接投資（支店
開設）を禁止している国はオーストラリァの
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みであろう。こういった類の制限はある意味
で寡占的な経済体制の維持にとって不可欠な
ものであるのかもしれないが，しかし，産業
組織の効率性の追求を緩和する可能性の強い
寡占体制のもとでは，経済の発展は充分に期
待しがたい。
　また，オーストラリァにおける人口増加が
進むにつれて，その雇用問題という側面から
多くの困難が出てくる可能性を指摘する向も
あるが，その懸念は小さく，現段階において
は，それも西ヨーロッパ諸国やアメリカにお
けるほど深刻な問題ではない。現在経験して
いる失業問題は何ら構造的なものでもなく，
長期的なものでもない。世界景気の回復過程
の中で容易に吸収しつくされることであろう。
そのときに登場するのはむしろ労働力の問題
であり，資本の問題であり，そうして貿易の
問題である。
　しかしながら，オーストラリアがすでに高
い生産水準に達している。少なくとも一人当
りの水準においては，他の工業国の中でも上
位にあるということは今後におけるオースト
ラリアの経済政策の実施のテンポがかなりゆ
っくりしたものであることを示唆する。世界
経済から離れた地点で，ゆっくりと多くの隔
離政策のもとで高い生活水準を確立してきた
以上，かりに世界経済のフレーム・ワークへ
のオーストラリア経済の嵌め込みが，かなり
重要な問題を随伴するとしても，そのテンポ
は決して急速なものではありえないように思
われる。これは単にオーストラリァにおける
精神的な問題ではなく，まさに経済的な諸条
件がそのようなものとなっているということ
である。長期に亙るそうした条件はそこに住
む人々の精神をもゆっくりしたものにしてし
まうであろうが，それがまた他面においてき
わめて冷静な計算に基づく行動を可能にして
いるということでもある。基本的な政策方向
は，ジグザグコースを歩むにせよ，ほぼ確立
していると考えられるが，その方向に向かっ
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ての進行速度は周辺の国々の期待するものと
は異なっている可能性を，少なくとも日本は
充分に認識しておかなければならない。
　その認識が欠如する場合，スピーディーな
調整に慣れている日本ときわめて緩慢な速度
での調整しか念頭にないオーストラリアとの
間に局所的な不一致が起こってくる可能性が
ある。その場合その局所的な不一致をスピー
ディーな調整を念頭におく国が，必要以上に
深刻に受け取る可能性がないわけではなく，
また逆に緩慢な調整を当然とするオーストラ
リアの側に無意味な警戒心を引き起こさせる
可能性もそこにある。大筋において日本とオ
ーtXトラリアとの間の経済的な補完関係はか
なり緊密なものである。それが決して人為的
な，政治的な要因によってつくりあげられた
ものではない以上，両国の経済関係がその基
本的な補完関係によって支えられているとい
う事実を充分にふまえておく必要がある。そ
の上で，局所的な不一致の調整を時間をかけ
て実施していくことが，両国の経済の円満な
発展のためにも必要なことである。
　この点については，ニュージーランドとの
関連においても，ほぼ妥当するものであるこ
とを言及しておくことが必要である。これま
で主としてオーストラリアについて考察して
きたが，そのなかのいくつかはニュージーラ
ンドについてもあてはまるものがある。その
ことを念頭におきながら次に進もう。
9　ニュージーランド経済と国際分業
　この最後の節においては，ニュージーラン
ドについての考察をすすめることにしよう。
ニュージーランドは先にふれたごとく，オー
ストラリァ経済と緊密な関係にあるが，この
国はわずか300万人の人口のもとで日本にほ
ぼ匹敵する土地を保有している。しかも一人
当り国民所得という点ではほとんど日本と同
じである。日本のわずか25パーセント程度の
人口でほぼ同じ広さの土地の上で同一水準の
一人当り国民所得をつくりあげているこのニ
ューny一W鯛ランドは，オーストラリァとともに
やはり豊かな国と呼ぶべきであろう。さらに
将来における一人当り国民所得の増大が実質
的な意味で充分期待される国である。この国
における電話やテレビセットの普及率が日本
よりも高いことを知っている人は少ない。し
かもこの国は農業国である。オーストラリア
が工業化の過程を歩み，国民総生産の中に占
める製造工業生産物の比率をかなり高めるに
至っているが，ニュージーランドはそれに比
べるとはるかに農業国としての色彩を強くも
っており，その輸出の構成比率をみても歴然
とした農業国である。オーストラtJアのごと
く，国内における農業・牧畜・酪農生産物の
比率が低く，逆に貿易構造はそれら農産物や
鉱産物を中心としているのとは大分異なり，
この国は国内における生産構造も貿易構造も
類似した構造となっている。
　第23表および第24表はニュージーランドの
輸出額と輸入額を品目別に示したものである。
この国の輸出の中で，もっとも大きい比率を
示しているのは羊Oと肉類及びその調製品で
ある。その点ではオーストラリアと類似して
いるが，製造コニ業製品の輸出はゼロであると
いうこと，また穀物の輸出もないということ
がオーストラリァと異なっている。また，そ
の構造は1969年と1973年とでほとんど異なっ
ていない。第7図および第8図は品目別輸入
および輸出構成比率を1969年と1973年にっい
て比較したものであるが，羊毛の輸出比率が
高まっているという点を除けば，全体として
の形状にはほとんど変化はない。輸入につい
てはやはり製造工業製品に集中しているわけ
であるが，その輸入構成比率は第8図に示す
ごとく，化学工業製品，原料別製品，機械類
及び輸送用器機類，雑製品などが大きなウェ
イトを占めていることがわかる。1969年と19
73年とで若干輸入構成比率に変動がみられる
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が，しかし，それは輸入構造を変化させてし
まうほどの大きなものではない。機械類及び
輸送用器機類の比率が大きく高まり，飲料，
食料に適しない原料などがその輸入比率を低
めていることになるが，ニュー一ジーランドの
輸入構造が，機械などを中心とした製造工業
製品にバイヤスをもったものとなっているこ
とがわかるであろう。
　また，ニュージーランドの貿易はオースト
ラリァと地域構造では類似していることにな
るが，それでもニュージーランドの地域的貿
易構造はオーストラリァよりも強くイギリス
と結ぽれていることがその特徴である。第25
表および第26表はその輸出および輸入の地域
別の構成を示すものであるが，輸出において
はイギリスがほとんど三分の一を占める圧倒
的なウェイトとなっていることがわかる。続
いて大きいのがアメリカ，さらに日本となっ
ており，オーストラリアにたいする輸出の構
成比率は必ずしも大ぎいとはいえない。しか
し輸入となると，様相がややオーストラリア
に関しては異なってくる。ここではオースト
ラリアとイギリスは，もっとも大きいウェで
トを占めており，ニュージーランドの製造工
業製品の輸入が主としてこの両国から行なわ
れていることがうかがわれる。続いて日本と
アメリカの順序である。
　この地域別構成比でみるかぎり，ニュージ
ーランドとオーストラリアとの間ではかなり
のオーストラリアからニュージーランドへの
輸出超過となっている。この点がこのオセァ
ニァ地域における両国の経済的依存関係にお
ける一つの問題ともいえよう。さらに，ニュ
ージーランドは，オーストラリァ以上にイギ
リスと結びついている国である。第25表の構
成比の推移が示すごとく，イギリスのウエイ
トは年とともに少しずつ低下してきているが，
それでもなお圧倒的に大きな結びつきとなっ
ていることがわかる。
　ところで，日本とニュージー一ランドとの結
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第23表　ニュージーランドの輸出額（品目別） （単位1，　OOOドル）
1969 1970 1971 1972 1973
?????????????????
??
? ?????????????? 309，443
182，979
16，626
55，374
212，381
10，929
6，501
21，708
26，953
20，219
368，903
188，052
21，604
38，706
204，222
13，972
9，013
25，755
28，306
22，195
390，836
198，710
21，335
50，564
187，　850
14，102
1Q，136
30，202
28，192
23，628．
399，004
329，859
23，103
62，232
228，639
15，380
8，911
25，384
33，763
28，342
539，800
304，077
30，757
96，391
424，173
13，913
9，639
22，042
36，422
33，275
?
言卜　　　　　　　　863，113 ・3・，728　955，55511154，616T151・，489
構成比率
1969 1970 1971 1972 1973
???????????姉農????
???????????? 0．359
0．212
0．019
0．064
0．246
0．013
0．008
0．　025
0．031
5．023
0．396
0．202
0．023
0．052
0．　219
0．015
0．　OIO
O．028
0．030
0．024
0．409
0．208
0．022
0．053
0．197
0．015
0．011
0．032
0．030
0．025
0．346
0．286
0．020
0．054
0．198
0．013
0．008
0．　022
0．029
0．　025
0．357
0．201
0．020
0．　064
0．281
0．009
0．006
0．015
0．024
0．022
対前年増加率
197・／116gい971／197・ユ972／1971 1973／1972
???????????脚農????
????????
?
??????? ー 1．192
1．028
1．　300
0，880
0．962
1．278
1．386
1．186
1．050
1．098
1．　059
1．057
0．988
1．G38
0．920
1．009
1．125
1．173
0．996
1．065
1．021
1．660
1．083
1．231
1．217
1．091
0．879
0．840
1．198
1．200
1．353
0．　922
1．331
1．549
1．855
0．905
1．082
0．868
1．079
1．174
合 計 1．078 1．　027 1．028 1．308
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第24表　ニュージーラソドの輸入額（品目別） （単位　1，　OOOドル）
1・969巨97・1・97・・972・973
食料品及び動物飲料及びたばこ食用に適しない原材料（鉱物性燃料を除く）
鉱物性燃料，潤滑油，その他類するもの
動物性又は植物性の油脂
化　 学　　工　　業　　製　
?
原　　料　　別　　製　　 品
機械類及び輸送用機器類??
殊
??
扱
??
34317
80554
43689
56248
1415
102861
233280
254905
59557
2371
45212
8666
51396
59094
1709
116345
271612
319713
66552
4027
55312
12237
47354
60625
2586
134804
296296
70811
77228
13314
58583
12873
44939
66593
2743
142790
285775
444503
84081
9857
62575
15434
53744
76666
2790
167958
315882
465480
100677
15043
合 計　　869197944326t・・7・5671・152737・27624・
その構成比率
・9691197・・9711972i・973
食料品及び動物飲料及びたばこ
食用に適しない原材料（鉱物性燃料を除く）
鉱物性燃料，潤滑油．その他類するもの
動物性又は植物性の油脂
化　 学　　工　　業　　製　
?
原　　料　　別　　製　　
?
機械類及び輸送用機器類??
殊
??
扱
??
0．039
0．093
0．050
0．065
0．002
0．118
0．268
0．293
0．069
0．003
0．048
0．009
0，054
0．063
0．002
0．123
0．288
0．399
0．070
0．004
0．052
0．011
0．044
0．057
0．002
0．126
0．277
0．346
0．072
0．012
0．051
0．011
0．039
0．058
0．002
0．124
0．248
0．386
0．073
0．　009
0，049
0．　012
0．042
0．　060
0．002
0．132
0．248
0．365
0．079
0．012
その対前年比率
1　・97・／・・6gl・971／・97・・972／19711973／1972
食料品及び動物飲料及びたばこ食用に適しない原材料（鉱物性燃料を除く）
鉱物性燃料，潤滑油，その他類するもの
動物性又は植物性の油脂?? 学　　工　　業
料 別
????
機械類及び輸送用機器類??
殊
??
扱
??
1．317
0．178
L176
1．051
1．208
1．131
1．164
1．254
1．117
1．698
1．223
1．412
0．921
1．026
1．513
1．159
1．091
1．160
1．160
3．306
1．059
工052
0．949
1．098
1．061
1．059
0．964
1．199
ユ．089
0．740
1．068
1．199
1．196
1．　151
1．017
1．176
1．105
1．047
1ユ97
1．156
合 計1・．・861・．・34・．・771・．・・7
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産業立地条件の国際分業的視点からの分析（渡部）
ニュージーラソドの輸出額構成比率第7図
O．5 969
973
????????? ー0 ???????ー?ー???????????????????????
ニュ・dWーラソドの輸入額構成比率第8図
969
973
0．5
?????????????????????????????、????? ?????（????????）???????????
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第25表　ニュージーラソドの輸出（地域別） （単位　1，000ドノL＞
オーストラリ　　　　　　　　　　　　イギリス
ア
1969
1970
1971
1972
1973
1974
75，282
87，311
96，133
112，812
130，252
382，749
386，017
384，660
419，572
479，148
EEC諸国
121，846
121，946
121，692
148，201
229，059
カ　ナ　ダ
16，383
45，343
32，186
40，139
42，388
アメ　リカ
169．　802
166，493
192，754
207，842
274，716
?
本
5）．八，1
105，557
102，684
130，651
230，868
合
????
989，097
1086，661
1131，719
1374，956
1786，989
構　成　比
1オーストラリ
iア
1969
1970
1971
1972
1973
1974
0．076
0．　080
0．　085
0．　082
0．073
イギリス EEC諸国カ　ナ　ダ
0．387
0．355
0．340
0．305
0．268
0．123
0．112
0．108
0．108
0．128
O．　017
0．042
0．028
0．029
0．024
アメ　リカ
O．172
0．153
0．170
0．151
0．154
? ?
0．089
0．097
0．091
0，095
0．129
第26表 ニュージーランドの輸入（地域別） （単位　1，　OOOドル）
1969
1970
1971
1972
ユ973
1974
???
ス一
?ァ
158，329
197，872
225，467
267，288
320，909
イギリス カ　ナ
?
243，483
279，090
309，946
392，013
303，914
30，448
37，489
38，378
36，489
34，631
アメ　リ　カ EEC諸国?
?
99，655
123，105
129，857
116，650
145，670
66，039
72，758
98，274
98，246
106，925
64，594
78，096
110，272
128，668
166，788
合　　計
852，887
1007，198
1155，528
1238，983
13669340
構　成　比
オーストラリ
ア
1969
1970
1971
1972
1973
1974
0．186
0．196
0．195
0．216
0．235
イギリス
0．285
0．277
0，　268
0，316
0，222
カ　ナ
?
アメ　リ　カ
0．036
0．037
0．033
0．029
0．025
O．117
0．122
0．112
0．094
0．107
EEC諸国
0．077
0．072
0．085
0．　079
0，078
?
本
O．　076
0．078
0．　095
0．104
0，122
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産業立地条件の国際分業的視点からの分析（渡部）
　　第9図　ニュージーランドの失業者の推移
1，000一
500
0
25
???
10
P－一一〇一一一4’一一一“・一一’．．．a．
月月月月月月月月月月1973　　　　　　　　　　1974
　　　　　　　　　　　　　第10図　オセアニァの国民総生産
　　　　　　　　　オーストラリア
　ー’“一一一一ローニユージーランド
?? 10 11 12
計
男　性
女　性
O
　I　II　m　IV　I　II　III　W　　I　II　II呈　IV　I　II　m　　lV　I　II　III　W　　I　II年
1969　　　　　　　　　　　　　1970　　　　　　　　　　　　　1971　　　　　　　　　　　　　1972　　　　　　　　　　　　　1973　　　　　　　　　　　　　1974
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びつきは，輸出においては1970年代に入って
から急激にそのウエイトが高まっており，輸
入についても同様1970年代に入ってから急速
にそのウエイトを高めている。もちろん，日
本とニュージーランドとの関係はオーストラ
リアと日本との関係と同様に，日本から製造
工業製品を輸出し，ニュージーtランドから農
産物，その他の第一次産品を輸入するという
形態である。この基本構造はおそらく近い将
来において変わることはないであろうし，ニ
ュー Wーランド自体が急激な工業化政策をと
っているというわけでもない。工業化政策は
むしろ人口増加に雇用機会をもたらす程度で
進められていく可能性が強い。
　石油価格上昇やその前の世界的な好況過程
の中での各種の経済要因の影響がこの国にも
およんでいるわけであるが，ニュージーラン
ドが工業国ではないことから，失業者の推移
もオーストラリァにみられるほど大きなもの
ではない。第22表に基づいてニュージーラン
ドの失業者の推移をグラフに示したのが第9
図であるが，1973年の暮れから徐々に失業者
が増大しているが，その増大の仕方はジグザ
グコースをとったゆるやかな勾配をもつもの
であり，1974年に入って，夏頃からかなり失
業者が増える傾向にあるが，それでもオース
トラリアにおけるほど，急激な増大とはなっ
ていない。その点は両国の国民総生産の動き
を示した第10図をみれば容易にわかる。オー
ストラリァにおける経済活動水準の上昇は19
72年から見られたわけであるが，1973年の暮
れを境にして，1974年には急激な落ち込みが
そこに見いだされる。ニュー一ジーランドも同
様の落ち込みがあるわけであるが，それでも
その点線の推移が示すごとく，季節的に波を
示しながらも全体としてはオーストラリアほ
ど急激な上昇の後の下降という形態をとって
いない。これはニュージーランドが工業中心
的な経済ではないことの結果というべきであ
ろう。もちろん，ニュージーランド自体とし
38
ては失業者の増大も問題であり，またここに
は示さなかったが，製造工業製品価格の上昇
が国内のインフレーションを引き起こしてい
ることもまた事実である。それにもかかわら
ず，ニュージーランドにおける経済的な諸問
題のあたえる緊迫度は，オーストラリアに比
ぺてかなり緩和されたものとなっている。
　ニュージーランドがもちろん，今後の人口
増加に備えて吸収するだけの工業部門の拡大
を図らなければならないであろうが，そのた
めの政策はニュージーランドの経済構造を変
えてしまうほど急激なテンポを必要としない
ものである。その意味からするならぽ，ニュ
ージーランドの現在直面している諸問題は，
基本的に豊かな高水準の農業国にとって，文
字どおり短期的な性格をもつものであるとい
うべきであろう。農業・牧畜・酪農を中心と
した豊かな農業国にとって基本的には政策上
の緊急課題はない，といってよいであろう。
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